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葉
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は

。
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が
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が
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が
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に
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を
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て
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を
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を
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ら
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が
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錠
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は
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「
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が
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感
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が

し

に

の

い

，
与

じ

く

た

れ

れ

と

か

う

そ

悔

は

に
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。
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験
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を
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を

い

戻

の

従

を

持

情

ま

り

し

に

霊

支

感

し

取

た

序

御

を
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縁
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は
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と
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が
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翌
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が

し

の

に

さ

ト

た

く

ほ
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て
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。
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が
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を
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受
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を
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が
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る
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に

に
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を
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。
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葉
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。
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と
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彼
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・
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を
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を
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6,000人 を上回る会員 が一同に会 した]ス タ リカでの地区大貧 の模様

ク レー大管 長 の話 を通 じて,南 ア メ リ

カに おけ る初 期 の指 導者 が どれ ほ ど多

くの犠 牲 を払 っ たか 思い 起 こ した。 南

部 諸州 伝 道部 の元 部 長で あ り,十 二 使

徒 定員 会 会 員だ った チ ャー ル ズ･A･

カ リス長老 の助 け に よって,半 世紀 前

に最初 の ス テー クが 組織 され た こ とに

つ い て も話 され た。

ヒンク レー長老 は次 の よ うに語 った。

｢カ リス 長老 は,自 分 が心 か ら愛 す る

人々 の住 む 地域 で あ る南 アメ リカにス
ま

テー クが 組織 され るの を 目の 当た りに

しま した 。 これ は彼 の生 涯 に とって 身

に余 る光栄 とな るこ とで し ょうb｣

ヒ ンク レー大 管長 は出席 してい る 人

人 に,開 拓 者 と な る よ う力 説 した 。

｢現 在,こ の フ ロ リ ダ州 に は10万 人 も

の教 会員 が い ます。 ス テー クが22,伝

道部 が4つ,ま た オー ラ ン ドに は美･し

い神殿 が 建 っ てい ます。 世 界 中で教 会

がす ば ら しい 発展 を遂 げて い ます が,

皆 さん もそ の一 翼 を担 っ てい ます 。 …

…｣

ヒ ンク レー大 管長 は,さ らに続 け て

こ う語 った 。｢わ た したち には偉 大 な
み わざ

御 業 を推 進 す る とい う義 務 が あ りま

す。安 座 して いる わけ には い きませ ん 。

前 進 しな けれ ば な らない ので す。 そ れ

がわ た した ちの責任 です 。｣

大 会の 出席 者 は,礼 拝 堂 と文 化 ホ ー

ル を埋 め尽 く した。 また,教 室 を含 む

あ らゆ るス ペ ー スが 満員 で入 り切 れ な

い ほ どに なっ た。 さ らに は,も っ と多

くの会 員 が集 える よ うに と,駐 車場 に

大 きなテ ン トが組 み 立て られ た。

パナマのパナマ･シ テ ィー

フロ リ ダでの滞 在 に続 い て,ヒ ンク

レー 大管 長 はパ ナマ の パ ナマ･シ テ ィ

ーへ と旅 立 っ た。1月20日,同 市 にお

い て午前9時 の集 会 に 集 った3,000人 を

超 える会員 を対 象 に説教 を行 っ た。

ヒ ンク レー長老 は出席 者 に次 の よう

に語 っ た。｢皆 さ ん は,バ プ テ ス マ を

受 けた ときに,こ の世 の もの を捨 て ま
せいさん

した。毎 週,安 息 日に聖餐 を受 ける と

き,自 分 を天父 と結 び つ け るその 聖約

を新 た にす るのです 。｣

フロ リダ と同様,パ ナ マで もヒ ンク

レー大管 長 は初 期 の教 会 員が ささげ た

犠 牲 につ いて語 った。 ヒ ンク レー 大管

長 は,ヒ ンク レー 姉 妹 の祖 母 メ ア リ

ー･ゴ ー ブル の経験 を紹介 した。 メァ

リー･ゴ ーブ ルは10代 の ときに,あ の

悲運 の 手車 隊 ウ ィ リー 隊 とマ ー テ ィ ン

隊 の後 に続 い たポ ジ ェ ッ ト荷 車隊 の一

員 として荒 れ野 を横 断 したが,凍 傷 の

た め結果 的に は足 の指 を切 断 しなけ れ

ば な らなか った。

｢開拓 者 に感 謝 しま し ょう。 わた し

た ちは彼 らの信 仰 の ゆ えに,今 こ う し

て 数多 くの 恩 恵 にあ ず か っ てい ます 。

開拓 者 た ちが ロ ッキ ーの ふ も とに定住

す る よ うにな って か ら,回 復 され た福

音 の祝福 が 全世 界 に住 む 人 々に伝 え ら

れ る ように なった のです 。｣

聖徒の道/1997年6月 号
∩

ヒン ク レー 大管 長 は,各 会 員 が神殿

推 薦状 を受 ける にふ さわ しい聖 さを保

つ こ との大 切 さ を強 調 した。｢神 殿推

薦状 を保持 して い るこ とが,… …忠 実
あかし

さの証 と言 え ます 。 も しまだ推薦 状 を
き ょう

受 け る資格 が な い とす れば,今 日この

日こそ,そ の 資格 を得 よ う と決心 す る

日です 。｣

会員 との集 会 に続 い て,ヒ ンク レー

大 管長 と彼 に同行 して い る人 々は,パ

ナマ のパ ナマ･シ テ ィー伝 道部 で働 く

177人 の宣教 師 に会 った。

コス タリカのサンボセ

同 じ日の午 後,ヒ ンク レー大 管長 一

行 は空 路 コス タ リカの サ ンホ セへ と向

か った。 ヒ ンク レー大管 長 は,ま ず最

初 に この 地域 で働 く200人 以 上 の宣 教

師 と会 い,彼 らの ため に世界 中で 数多

くの 人 々が祈 って い る こと を思 い起 こ

させ た。

翌 日,ヒ ンク レー大管 長 は,コ ス タ

リカの ホセ･マ リア･フ ィゲ レス 大統

領 に会 い,こ の 国 で伝 道す る宣 教 師 を

温 か く迎 えて くれ る こ とに感謝 の 意 を

表 明 した。 ヒン ク レー 大管 長 と,同 席

してい た ネル ソ ン長老,ブ ラ ッ ドブ オ

ー ド長老 は
,フ ィゲ レス大 統領 に 『家

族 の宣 言』 の写 しを寄贈 した。

ヒ ンク レー 大管 長 は6,000人 以上 の会

員 と集会 を持 ち,彼 ら を｢コ ス タ リカ

に おけ る教 会 の力｣と 呼 んだ。 また新

しい改宗 者 に対 す る フ ェロー シ ッピ ン

グの大切 さを強調 した。

｢わ た した ち にはそ の よ うな改 宗者

が いつ も活 発 であ る よ うに… … フ ェロ

ー シ ップ を し,友 情 を は ぐ くむ義 務 が

あ ります。 毎 日手 を差 し伸 べ な けれ ば

な りませ ん。 わた しは コス タ リカで改

宗 した すべ て の男 女,子 供 たちが い つ

まで も忠実 かつ 活 発 であ る よ うに と心

の 底 か ら願 って い ます。 こ の願 い は,

ここ に集 う6ρ00人 一 人 一人 が,新 しい

改宗 者 に援 助 の手 を差 し伸 べ よ うと決

意 す る と きに実 現 す るで し ょう。 … …

改宗 者 は 自分 だ けの力 で信 仰 を維 持 す

るこ とが で きませ ん。 … …皆 さんの助

け が必 要 なの です 。 ほか の人 に援 助 の

手 を差 し伸 べ る人 こそ,真 の末 日聖徒

です 。｣

ヒ ンク レー大 管 長 は,話 の締 め くく
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す 。｣

その夜 の集 会 で ヒ ンク レー大 管長 は,

国立体 育館 に集 っ た8,000人 以上 の 会員

に説 教 を行 っ た。｢教 会 が皆 さ んの 生

活 の 中 心 とな る よ う に願 って い ます 。

教 会 を基 とす る生 活 を し,教 会 を愛 し,

教 会 につ い て祈 り,教 会 の た め に皆 さ

んの娘,息 子 を伝 道 に送 り出 し,召 さ

れた責 任 が何 で あ れ教 会 で の奉 仕 にい

そ しむ ように願 っ てい ます。｣

1月22日,ヒ ンク レー大 管長 は ホ ンジ

ュ ラス の 首 都 テ グ シ ガ ルパ に 到 着 し

た。 こ こで ヒンク レー大 管 長 は 『ラ･

トリブ ナ』(LaTr1わ ロηa)誌 を代 表す

る記者 のイ ンタ ビュー を受 け,ホ ンジ

ュ ラス･テ グ シガ ル パ 伝 道 部 で 働 く

224人 の 宣 教 師 と集 会 を持 ち,ホ ンジ

ュ ラス 駐 在 の ア メ リ カ大 使 ジ ェー ム

ズ･E･ク リー ガ ン氏 を表 敬 訪 問 し,

さ らには1万5,000人 の 末 日聖 徒 の た め

に野外 サ ッカ ー競技 場 で フ ァイ ヤサ イ

ドを開い た。

｢ラ･ト リブナ 』誌 との イ ンタ ビュ

ー の中 で
,ヒ ン ク レー 大管 長 は,末 日

聖徒 イ エ ス･キ リス ト教会 は会員 が政

治 に関心 を持 ち,選 挙 権 を行 使す る よ

う奨励 して い る と説明 した。 ホ ンジュ

ラスの 人 々 に どの よう なメ ッセ ー ジを

伝 えた いか とい う質 問 に対 し,ヒ ンク

レー大 管 長 は次 の よ うに答 え た。｢善

良 な民 で あ って くだ さい。 隣 人 と仲 良

く暮 ら して くだ さい。 お互 いに尊 敬 し

て くだ さい。 お互 い に感謝 し,協 力 し

て くだ さい。 この よ うな こ とに関 し,

何 で も教 会 と してお役 に立 てる こ とが

あ れ ば,そ う したい と願 っ て い ます 。

わ た した ちの 民が この 国の誉 れ とな る

よ う,ま たすべ ての 人 々が わた したち

の もと に来 て,学 び,わ た した ち の仲

問に な るよ うに望 んで います 。｣

宣教 師 との集会 で,ヒ ンク レー大 管

長 は新 しい言 葉 を学 ん でい る宣 教 師 た

ち に励 ま し を与 え た。｢今 や スペ イ ン

語 は,教 会 の 第2言 語 に な りま した。

決 して この 言語 の能 力 を失 わ な い よ う

に して くだ さい。｣

この集 会 の後,ヒ ンク レー大 管 長 は

ク リー ガ ン氏 に会 った 。 同氏 は,ホ ン

ジ ュ ラス にお け る伝 道 活動 につ いて 質

問 し,サ ンペ ドロスー ラ地 区 で の大洪

水 の 際 に教 会が 人道 的 援助 を提 供 した

ことに感謝 の意 を表 明 した。

ヒ ン ク レー大 管長 は,夜 に な る と,

野外 集会 で何 千 人 もの会員 と集会 を持

ち,教 会 員 に与 え られ る い ろい ろ な知

識 と機 会 につ い て 説 教 を行 っ た。｢皆

さん はバ プテ スマ を受 け て この教 会 に

入 った と きに,神 に 関す る神 聖 な事柄

につ い て理 解す る力 を… …上 か ら授 か

りま した。 皆 さ んは選 ば れ た世代 の 人

人 であ り,わ た しの兄弟 姉妹 なのです 。

また,こ の時代 に生 を受 け,永 遠 の福

音 に よっ て もた らされ る数 々の祝福 に

あず か るべ く,全 能 の父 な る神 の偉 大

な計 画 の 中で取 って おか れ た人 々 なの

で す 。 こ の時 代,こ の 時期 に生 まれ,

神 の 驚 くべ き啓 示 に関 す る光 と知 識,

理解 力 を主 か ら授 か っ た こ とに感謝 し

て くだ さい。｣

エルサルバ ドルの

サンサルバ ドル

次 に ヒ ン ク レ ー 大 管 長 一 行 は,エ ル

サ ル バ ドル の サ ンサ ル バ ドル に 向 け て

飛 び 立 っ た 。 こ こ で ヒ ン ク レー 大 管 長

は 『ラ･プ レ ン サ･グ ラ フ ィ カ 』(五a

PrensaGra1}ca)誌 の レ ポ ー タ ー か ら,

イ ン タ ビ ュ ー を受 け た 。 ま た,エ ル サ

ヒンク レー大管 長

ルバ ドル･サ ンサ ルバ ド

ル 東･西 両 伝 道 部 か ら集

ま った374人 の宣教 師 と集

会 を持 った。

宣教 師 との 集会 中,ヒ ン

ク レ ー 大 管 長 は先 に 行 っ

た 報 道 関 係 レ ポ ー ター と

の イ ン タ ビ ュ ー に つ い て

紹 介 した。｢そ の レポ ー タ

ー か ら
,わ た しは こ う尋

ね られ ま した。 『あ な たの

教 会 の 宣 教 師 は,エ ル サ

聖徒の道/1997年6月 号

ルバ ドルの 国民 に何 を提 供 す るよ う指

導 され てい る の で す か 。』 わ た しは,

皆 さん が提供 す るの は,よ り良 い生 き

方 に ほか な らない と答 え ま した。 エ ル

サ ルバ ドルの 国民 は,自 分 たちが 神 の

息子,娘 であ る こ と,ま た豊 か で,す

ば らしい,目 的の あ る人 生 を送 る こ と

が で きる こ とに気 づ いて い ませ ん。 皆

さん は｢知 恵 の言 葉 』 を提 供 します 。

家族 と よ り良 い関 係 を築 く方 法 も提 供

し ます 。 また 主の 宮 に付 随す る数 々の

偉 大 な祝 福 も提 供 す べ く携 え て い ま

す。 この祝福 はふ さわ し く生 活す るす

べ て の男 女 に与 え られ る ものです 。 …

･･皆さん は,天 父 が その 子供 た ち に与

え よ う と願 って お られ るあ らゆ る 幸

せ,あ らゆ る喜 び を伴 う生活,す なわ

ち 永 遠 の命 に至 る道 を提 供 す る の で

す。｣

その夜,ヒ ンク レー大管 長 は,約1万

人 の会 員 と集 会 を持 っ た。 その 中 の多

くは何 百 マ イル もの 道 の りを旅 して来

た 人 々で あ った。 そ の集 会 で,ヒ ンク

レー大 管 長 は両親 に向 けて説 教 を行 っ

た 。｢父 親,母 親 の 皆 さん,皆 さ んが

この世 で の命 を与 えた小 さな子供 た ち

ほ ど大切 な もの は ほか にあ り ませ ん。

この子 供 た ち をよ く世話 し,教 え,愛

し,主 の 薫 陶 と訓 戒 の 中で正 し く育 て

て くだ さい。 も し,こ れ に反す るこ と

を行 うな らば,神 はそ の親 に責 め を負

わせ られ るで しょう。｣

グアテマラ

ヒ ンク レー大管 長 一行 は,中 央 ア メ

リ カ歴 訪 に お け る最 後 の2日 間 を グ ア

テマ ラで過 ご した。3万5ρ00人 を超 え

る会 員 が グ ア テ マ ラ･シ テ ィー 中央,

北 地 区 大 会 の2回 に分 け て 行 わ れ たセ

ッシ ョンで,ヒ ンク レー大 管長 の説 教

に耳 を傾 け た。大 会 に 引 き続 いて,12

の ステー クか らお よそ1,000人 の指 導者

が 神権 指 導者 会 に集 まっ たが,そ こで

も説 教 を行 っ た。700人 の 宣 教 師が 集

ま った集 会 で も説教 を行 い,報 道 関係

者 の イ ンタ ビュー に も応 じた 。

大 会 を終 わ るに 当た っ て,ヒ ン ク レ
じゅうぶん

一大 管長 は知 恵 の言 葉
,什 分 の一,神

あかし

権 につ いて証 を述 べ た 。 また｢ご く少

数 の 例外 を除 き,出 席者 のほ とん どが

この教 会 へ の改 宗者 で あ り,そ の 結果
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うか とい う説 明 と して,ヒ ンク レー大

管 長 は 『わ た した ちは神 の啓 示 を信 じ

てい ます 』 と語 っ た。 ヒンク レー大 管

長 は,同 教 会 にお け るほか の指 導者 と

同様,ス ー ツ とネ ク タイ とい う出 で立

ちで,格 好 は普 通 の聖職 者 と変 わ らな

か った。 ……｣

｢ヒ ンク レー 大管 長 は,｢わ た した ち

は世 の 中で生 活 してい ます が,こ の世

の もの と な らな い よ うに して い ます』

と述べ た。 また,同 教 会 にお け る厳 し

い健康 の標 準 な らび に取 って は な らな

い有 害 な もの につ いて,次 の よ うに語

っ た。 『わ た した ち に は この よ うな も

の は必要 あ りませ ん。 この よ うな もの

が な くて も,豊 か な生 活が 送 れ るの で

す。』｣

｢ヒ ンク レー 大管 長 は,家 族 が 激 し

い攻 撃 を受 け てい る現代 の世 の 中 にあ

っ て,教 会 は家 族 の結 束 を奨励 し,平

和 な生活 を送 る とい う希望 を会 員 に与

えて い る と語 った 。 『も し国家 を引 き

上 げ たい と望 む な らば,家 族 を引 き上

げ な けれ ばな りませ ん。 なぜ な ら家族

は社 会 の 基 本 単 位 だ か らで す 。』｣

(1997年1月25日 付 け,エ ルサ ルバ ドル

『ラ･プ レンサ･グ ラフ ィカ』誌)□

教会の方針と発表

開拓者記念全世界奉仕日について
管長会は教会の全神権指導者に

大 対 し,以 下 の手紙 を送 っ た。

｢本 年 度 は末 日聖 徒 の 開拓 者 が ソル

トレー ク盆地 に到 着 して か ら150周 年

を記 念 す る年 です 。 また この150年 記

念 祭 は,世 界 中で教 会 の確 立 に尽 力 し

た あ らゆ る時代･地 域 の 開拓者 を敬 う

年 で もあ ります 。

わ た したち大 管長会 は,1997年7月19

日(土)を 開拓 者記 念全 世 界奉 仕 日 と

定 め,す べ ての ワー ド･支 部 に,可 能

な場 所 で 少 な く と も合 計 で150時 間 に

及 ぶ 社 会 奉 仕 を 行 う よ うお勧 め しま

す。 過去 の 開拓 者 た ちの犠 牲 の う えに

立 って,現 在,恩 恵 を享受 して い るわ

た した ち は,一 致協 力 して愛 の こ もっ

た奉 仕 を地 域社 会 で行 うこ と に よ り,

感謝 を示 す こ とが で きます。

わた した ち大 管長 会 は,神 権 指 導者

の皆 さんが この奉仕 日に地 元 で奉 仕 活

動 を計画,調 整 す る よ う奨 励 い た し ま

す。｣□

ローウェル･D･ウ ッド長 老 の 葬 儀

しめや か に行 わ れ る

ソル トレー ク･シ テ ィー発

七
十 人 第二 定員 会 会員 で 太平 洋地

域 会長 会会 長 を務 め るロ ー ウェ

ル･D･ウ ッ ド長老 が3月7日,サ モ ア

で教 会 業 務 に従 事 す る 問 に逝 去 した 。

享 年64歳 。 葬 儀 は3月12日 に ソル トレ

ー ク･シ テ ィー で しめ や か に行 われ
,

参列 者 に は家族 や 友人 の ほか,大 管長

会 を は じめ とす る中央 幹 部 も名 を連 ね

た。

葬 儀 の席 上,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク

レー大 管長 は,ア ルバ ー タ州 の小 さな

町 カー ドス トンに生 まれ た ウ ッ ド長老
こんにち

が 今 日に至 る まで 長 い距 離 を旅 し,広

い範 囲 に わた る地 域 を訪 れ,数 多 くの

功績 を上 げた こと に触 れ,次 の よ うに

述 べ た。｢ウ ッ ド長老 の生 涯 は,注 目

に値 す る驚 くべ き方法 に よって,建 設

的 に築 き上 げ られ ました。｣

ま た,太 平 洋 地域 の副 会 長 と して,

これ まで ウ ッ ド長 老 を補佐 して きた七

十 人の ブ ルー ス･C･ヘ ー フ ェ ン長老

と地 域 幹部 の フィ リ ップ･G･ミ ッチ

エル長 老か ら弔辞 が寄 せ られ,十 二使

徒 定員 会 の ジ ョセ ブ･B･ワ ー ス リ ン

長老 に よっ て読み 上 げ られ た。

｢太 平洋 の聖 徒 た ち｣を 代 表 して 寄

せ られ た両 長老 か らの弔 辞 の中 で,シ

オ ンを築 く基 となっ た ウ ッ ド長老 の 献

身 につ いて は,次 の よ うに述 べ られ た。

｢ウ ッ ド長 老 の働 きの おか げで,こ こ

数 年 にわ た り,太 平洋 地域 はほ ん と う

に霊 的 に再 生 され,祝 福 を受 け て き ま

した。｣

ウ ッ ド長 老 は,ブ リガム･ヤ ング大

学 で学 士号 を取 得,そ の後 モ ン タナ州

立 大学 で修 士号,カ リフ ォルニ ア大 学

バ ー ク レー校 で農 業経 済 学博 士号 をそ

れ ぞれ 取得 した。1969年 か ら,ブ リ ガ

ム･ヤ ング大学 の生物 農 業科 学 学部 に

入 り,後 にエ ズ ラ･タ フ ト･ベ ンソ ン

農 業 食 物研 究 所 の初 代 理事 とな っ た。

そ の後 教会 福祉 部 で働 き,1979年,青

年 期 に専任 宣教 師 と して働 いた 南 ア フ

リカ･ヨ ハ ネスバ ー グ伝 道部 に,今 度
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は伝 道 部長 と して召 され た。

伝 道 部 長の 任期 を終 え る と,教 会 福

祉 部 での 職務 を再 開 した。 そ の後,ニ

ュー ジー ラ ン ド地域 管理 本 部 にお い て

実 務担 当 の地 区役 員 と して管理 監 督会

の下 で働 き,そ の後,ア ジア地 域 監督

の職務 に就 いた 。1992年6月6日,七 十

人第 二 定 員 会会 員 に召 され た と きは,

フ ィ リピ ン/ミ ク ロ ネシ ア地域 監 督 と

して働 い てい た。

ウ ッ ド長老 の 遺族 には,ロ ーナ･コ

ックス･ウ ッ ド夫人 と5人 の子供 たち,

13人 の孫 が い る。□
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図 の話 が 必 要 なの だ ろ うか。｣妻 とわ

た しは,ど の時 点 で その ような話 題 を

切 り出 す のか と,間 際 に な って戸 惑 い

を覚 えま した。

会 合 が 行 わ れ る ホ テ ル の場 所 以 外,

何 も知 らなかったわた した ちは,そ こへ

行け ば主が道 を備 えて くだ さる とい うこ

とだ けを信 じて,東 京か ら松本 まで高速

道 を走 り続 けて来 ました。 ほん とうに道

が備 え られるのか不 安が募 ります。

取 材 に駆 けつ けたNHK,長 野 ケー

ブル テ レ ビ,信 濃 毎 日新 聞 の 質 問 は,

オマハ か らソル トレー クまでの旅 につい

て,準 備状 況,イ ンター ネ ッ トでの交流

につ いての話 題に集 中 しま した。系 図の

話 をす る機会 な どまった くあ りません。

そ の後,有 賀 市 長,松 本 商工 会議 所

専務 理 事 の本 郷 文夫 氏 を囲 む よ うに席

が用 意 され,話 題 は1958年 か らの姉妹

都市 の歴 史,両 市 民 間の様 々 な形 で の

交流 や清 水 所 長の ユ タで の政 治家 と し

て の思 い出 な どに及 び ま した。そ して,

そ れ らの話 に交 え,ソ レ ンセ ン長 老 が

市 長 に｢系 図｣に つ いて 語 り始 め ま し

た 。教 会 が家 族歴 史 の活 動 に力 を入 れ

て い る こ とにつ いて,ま た その理 由に

つ い て説 明 を始 めた のです 。

す る と市 長 は｢何 代 ぐらい さか のぼ

れ るのか｣と 尋 ね られ,系 図の話 につ

いて は特 に興 味 を持 た れて い るのが 周

囲 に もは っ き り と伝 わ って きま した。

市 長 は 御 自身 の家 系 図 につ い て触 れ,

十 数代 に及ぶ 家系 図 をぜ ひ と も見 せ た

い と言 われ ま した。 しか しなが ら翌 日

に長 野地 方部 大会 を控 え たソ レンセ ン

長 老 は,数 回,そ の申 し出を丁 重 に断

られ ま した 。 それ で も市 長 は秘 書 に予

定 を確 認 させ,折 れ る様 子 が まっ た く

あ りませ ん 。最 終 的 には,市 長の 強 い

申 し出 に よ り,翌 日の 早朝 に市 長 宅 を

訪 問す る運 び とな りま した。

3月2日(日)の 早 朝,ソ レンセ ン長老

夫妻,清 水所 長夫 妻 は,市 長 宅 を訪 問

し,朝 食 を交 え歓 談 し,親 交 を深 め る

こ ととなっ たので す。

後 にソ レンセ ン長 老 は,｢そ の場 にエ

リヤの 霊が と どま ってい る の をだれ も

が感 じた｣と 語 られ ま した。

時 にわ た した ちは,ど の よ うに主 の

業 を進 め るの か,何 を した らよい のか

迷 うこ とが あ ります。 しか し,主 の栄

光 が現 れ る よ うに努 め る と きに,主 御

自身が 道 を備 え て くだ さる と知 る こ と

が で き ました。

長野 地方 部 の大 会 で も,ソ レ ンセ ン

長 老 は,教 義 と聖 約 第58章9節 か ら10

節 を引 用 し,市 長 との 会合 につ い て話

され ま した 。｢ま こ とに,よ く備 え ら
ばんさん

れた主 の家 の晩餐 に,す べ ての 国民 が

招 かれ るで あ ろ う。まず,富 者 と学 者,

知 者 と貴人 が招 かれ る。｣

人 々を招 くの はわ た したち で はな く,

主 御 自身 で あ る と知 る こ とが で き ま

す 。 主が 望 まれ る場 所へ 赴 け ば,道 は

開か れ る と強 く感 じる貴重 な経 験 で し

た。(せ き ぐち･お さむ 副 監督)'

町田･横 浜ステーク合同
ユースカンファレンスからのレポート

横
浜 市 こ ど も自然公 園 青少 年 野外 活動 セ ンター を会 場 に,町 田･横 浜 ス テ ー

ク合 同の ユ ー ス カ ン フ ァ レ ンスが3月26日 か ら28日 まで の 日程 で 開催 され

た 。 ま た2日 目か らは,札 幌ス テー ク の青 少年(指 導者 も含 め約30人)も 加 わ り,

総 勢170人 が参 加 。 そ れぞ れ の ス テー ク の持 ち 味 を生 か しなが らの活 動 とな った 。

以下 に3ス テー クの参加 者 か らの レポー トを掲 載す る。

感動 的なユースカンファレンス
福音の実践の場として

町田ステーク若い男性会長

小峰典之 ユτ答窮篇 脚欝:高

目か と思 い ます 。 わ た しに とっ て は,

いつ も感 動 させ られ る経 験 とな って い

ます。
あかしかい

常 に,最 後 が証 会 で締 め くく られ る

のが,2泊3日 の ユ ース カ ン フ ァレ ンス

のパ ター ン となっ てい ます 。青 少年 た

ち は,こ の短 い 期 聞 に,相 互 に影響 し

合 い,信 仰 を強 くし,霊 性 を高 め,証
み たま

会 で 御 霊 に満 ち た 証 を述 べ て くれ ま

す。 今年 も,そ の よ うなす ば ら しいユ

ース カ ンフ ァ レンスに な りま した。

今 回 の合 同 カ ンフ ァ レ ンス全 体 を通

して,わ た しが い ち ば ん感 じた の は,

短い 準備 期 聞,経 験 の 少 ない青 少 年 中

心 で の準 備,大 人数 の 参加 者 な ど,い

ろ いろ と困 難 な状況 の 中,比 較 的ス ム

ー ズ に各 プ ログ ラムが 進行 して いっ た

ことで す。 これ は,一 つ の信仰 を持 っ

聖徒の道/1997年6月 号
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互 い の特 色 を学 ぶ機 会 とな り,啓 発 し

合 う こ とが で き ま した 。 また,参 加 し

た子 た ちは,よ り多 くの友 達 を得 る こ

とが で きま した。

今 回は,｢神 の子 としてふ さわ しくな

ろ う｣と い うテ ー マ で行 われ ま した 。

プ ロ グラ ムは,自 分 た ち の手 形 を布 に

張 り,神 の 子 と して何 をす べ きか 目標

を書 い た り,各 ワー ドの タ レン トシ ョ

ー
,野 外 炊 事,ダ ンス,セ ミナ リー,

あかしカい

テ ィス カ ッシ ョン,証 会 な ど盛 りだ く

さんで した。

最終 日の証 会 で は,い ろい ろ な思 い

を抱 きなか ら参 加 した 一 人一 人の す ば

ら しい証 か続 きま した 。悩 み事 が あ っ

た と き,周 りの人 に助 け られ主 を信 仰

す る気持 ちが強 まっ た こ と,委 員長会

を行 って い く ときに,祈 りを通 して大

切 な こ とを学 んた こ と,ユ ー ス カ ンフ

ァ レンス に参加 す る こ とに よっ て,こ

の教 会 に は何 か大切 な ものが あ る と心

で感 じられ た とい った証 か続 きま した。

彼 らの姿 を通 して,神 様 が わ た した

ち一人 一 人 に関心 を寄 せ,そ れ ぞれ の

祈 りにこた え,導 きや助 け を与 えて く

だ さ るこ とが分 か りま した。指 導者 と

してユ ー スカ ンフ ァレ ンス に参 加 した

子 た ちが,信 仰 か 強 ま り,変 わ って い

く姿 を見 るの は祝福 です 。

青 少年 の 時期 は,今 まで教 え られ て

きた 福 音 を 自分 の 意 志 で 実 際 に行 っ

て,自 分 の証 を得 る と きだ と思 い ます 。

青少 年 に とって,ユ ース カン フ ァレ ン

ス の よ うな プロ ク ラム は,学 ん で きた

こ とを 実 際 に行 う絶 好 の 機 会 な の で

す。(み うら ちえ)

町田･横 浜ステーク合 同
ユースカンファレンスに参加 して

悩みと信仰の喜びを語り合えた2日 間

札幌ステーク白石ワード

長谷川修平

くた ち札 幌ス テー クの青 少年 は,

ぽ 3月27日 に神 殿訪 問 を して,そ の

後 で町 田･横 浜 ステ ー ク合 同のユ ー ス

カンフ ァレンスに参加 しました。

ぼ くた ちが カンフ ァレンス会場 に到着

した と き,町 田･横 浜 の 兄弟 姉 妹 は,

癖
曳 働 蝿綿

黙 鎧_

騒蓋麺蛋誌言轟羅難灘
簿婁峯盤轟轟叢

馨難慧難灘朧

饗蝋
暁 。磯･鰭

響

ゲ ー ムの真 っ最 中 で,ぼ くた ち は入 っ

て い けな いの で は と思 い ま したが,彼

らは快 く迎 え て くれ ま した。 そ の後 で

昨年 と同様 に ダ ンス を行 い ま した。 ほ

くを含 め て札 幌 クル ー プ の何 人 か は,

昨年 も横 浜 ス テ ー クのユ ー ス カ ンフ ァ

レ ンスに参 加 しま したが,彼 らのパ ワ

ーには
,圧 倒 され ま した。

そ の夜 に｢ボ ンフ ァイヤー｣と い う,
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班に分かれての野外炊事

睡

課
禰

鷺

ズ肇

ぼ くた ち札 幌ス テ ー クの 青少年 には 聞

き慣 れ ない活 動 が あ りま した。 そ の活

動 とい うの は,年 齢 別 に それ ぞれ の部
あカし

屋 に集 ま り,普 段 の信仰 生 盾や 証 につ

い て話 し合 う もの で,ほ くた ち には初

め ての経 験 で した 。そ の場 で の町 田･

横 浜 の 兄弟 姉妹 は,先 ほ どまで楽 し く

遊 んで い た彼 らの 姿で はな く,従 順 な

末 日聖徒 としての姿で した。

彼 らの信仰 と証 には,と て も大 きな も

の があ りま した。教 会 内外 の友達 関係

や悩 み,今 の 自分 の生 活 と信 仰生 活 と
カ っ と っ

の葛 藤,ま た このユ ース カ ンフ ァ レン

ス で の信仰 や 証 の意義 と必要 性 につ い

て 話 し合 い ま した。最 初 は,ほ く らに

あカ しカ し

最終日の証会ては 多くの兄弟姉妹か涙

なからに感謝と証を述へた。
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うな感覚でした。

ワー ド新 聞 『つ ばさ』

の発行

旭川第ニワー ドの広報紙 『つばさ』B4判2頁

今 は,札 幌 か ら旭 川 の実家 に戻 り,

旭 川 第 ニ ワ ー ドに 集 っ て い ます 。

わ た しは広 報 の責 任 で,旭 川 第 ニ

ワ ー ドの新 聞 『つ ば さ』 の 発 行 の

た め に イ ラ ス ト,レ イ ア ウ トを担

当 し,時 に は取 材 し記 事 を書 い て

い ま す 。監 督 か ら福 音 に添 って 好

きな よ うに作 っ て い い と言 わ れ て

い ます ので,自 由に書 い て い ます。

毎 月,原 稿 を依 頼 した兄 弟 姉 妹 か
あかし

ら,ど ん な証 が 来 る のか 楽 しみ に

してい ます。

ワー ド新 聞 『つ ば さ』 の 目的 は,

旭 川 第 ニ ワー ドの動 き を分 か る よ

う に して,個 人 のつ なが りを強 め

る こ とで す 。 今 は あ ま り教 会 に集

って い ない兄 弟姉 妹 に,あ な たが帰 っ

て来 る の をいつ まで も待 って い ます と

い うメ ッセ ー ジ を送 り,安 心 して教 会

に集 え る よ うに補助 します 。端 的 に言

え ば,皆 で仲 良 く,元 気 に頑張 れ る よ

うに,お 手伝 い をす る こ とで す。

例 え ば,ホ ー ムテ ィーチ ャー な どが

家庭 を訪 問す る と き,何 を言 え ば よ

いの か分 か らない ときに,こ の ワー

ド新 聞 が 会話 の 良 い きっ か け に な

れ ば うれ しい と思 っ て書 い て い ま

す。

家族への伝道の一助として

わた しは 口下 手 な ので,家 族 に教 会

の こ とを上 手 に説 明 で きな い こ とが よ

くあ ります 。 そ ん な とき に,ワ ー ド新

聞 『つ ば さ』 やパ ン フ レッ トを見 て も

らい,口 下 手 な の を補 って 説明 す る こ

とに して い ます。 これ も弱 点 を補 う こ

とが で きる祝福 だ と思 い,感 謝 してい

ます。 家族 に手 渡す と き,自 然 に｢こ

うい うもの を書 い てい る よ｣と,渡 す

こ とがで きます 。 わた しが 編集 して い

る こ とで 家 族 も興 味 を持 って くれ て,

何 か と協力 して くれ ます 。

教 会 に入 る前 に,あ れ ほ ど心 配 して

いた 子供 の こ ろか ら通 っ てい て宗教 の

人 と も,今 の と ころ う ま くい っ てい ま

す。 み ん なわ た しが この教 会 に入 っ た

こ と を知 って い ます が,ほ か の

宗 教 に対 して否定 的 な見 方 を しな い と

こ ろなの で,こ れ まで どお り仲 良 くし

て くれ ます 。

証を分かち合える機会に感謝

証 を分 か ち合 え るの は,と て もす ば

ら しい祝福 です 。小 さな証 に思 える こ

とで も,ほ か の人 に とっ ては祈 りの答

え だっ た りす る こ とが あ ります。 ほ と

ん どの場 合,祈 りの答 え は聖霊 か,だ

れか を通 して もた らされ る もの だか ら

です 。これか らも広 報 の責任 を通 して,

そ の よ うな機 会 を作 り,伝 道 のお 手伝

いが で きれ ば と思 って い ます 。

ま こ との教 会 に出会 えた こ と,そ の

聖徒の道/]997年6月 号

7令

き っ か 饗

け を作 っ て くれ た飛 鳥 昭 雄

さ ん,高 い標 準 をも って福 音 を基 と し

た 生 活 を して い る す ば ら しい 兄 弟 姉

妹,主 の業 に携 わ る機 会 を与 え て くだ

さ.った こ と,主 の み業 を果 た そ う と努

め てい るす べ ての 兄弟 姉妹 に心 よ り感

謝 します。

主 が,わ た した ちの た め に死 を克服
あがな

し,罪 を照 い,天 父 の よ うにな るた め

の 道 を備 え,そ の た めの模 範 を示 して

くだ さっ た こ とを証 し ます 。(ば ば･

の りひ と ワー ド広 報 委員)
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も う一 つ は,神 殿 の あ る場所 で儀 式

を行 って い た と きの こ とで す。 わ た し

の 目に は直接 見 え ませ んで したか,幕

の向 こう側 に は,車 いす の 女性 が い る

とい う強 い 印象 を受 けま した。 そ れで

儀 式 を終 わ って か ら,幕 を広 く開 け て

通 りやす くしま した。 ところが 出 て来

たの は,普 通 の 別の 女性 で した。 わ た

しは ほ ん とう にび っ くりして,し ば ら

くは声 も出 ませ んで した。そ の女性 は,

亡 くな られ た方 の身 代 わ りで儀 式 を受

け られ たの です が,そ の死 者 の名 前の

方 は,確 か に車 いす の お嬢 さんで あ っ

た と確 信す るこ とが で きま した。

主の宮の儀式なくして,

死者も生者も

昇栄することは不可能

この よ うな数 々 の経 験 を通 して,霊

界 の 方 々 は,一 口 も早 く儀 式 を受 け た

い と待 ちわ び てい る と心 に刻 まれ たの

で した。 主 の宮 の儀 式 な くして,死 者

神殿宣教師に召されて
｢主を愛 し,心 か ら求めることによって,

神様 は道を開いて くださいます｣一

東京神殿宣教師

川村栄子

た しか,末 日聖徒 イエ ス･キ リ

わ ス ト教 会 の福 音 を耳 に す る こ と

が で き ま した の は,5人 の子 供 た ちか

らです。 最 初 は長男 か らで した。

当時 高校 生 だ った 長男 が,授 業 中 に

窓か ら何 か に引 きつ け られ る よ うに外

を見 ます と,道 路 を歩 いて い る二 人の

若 い外 国 人が 目に入 りま した。 こ の二

人 に は,何 かが あ る と思 った そ うで す。

それ か ら何 日か して,英 語 を無料 で

教 え ます とい う広 告 を見 たの で,そ こ

へ 友 達 と二 人 で行 きま した。 す る と,

数 日前 学 校 の 窓か ら見 た二 人 の外 国人

が い ま した。 彼 らか 宣教 師 で あ る こと

を知 り,や が て 息子 は英 語 で は な く,

福 音 を学 ぶ こ とに な りま した。 息子 は

宣 教 師 の語 る メ ノセー ジが 良 い教 えで

あ るこ と を知 り,姉 や弟 た ち を次 々 と

教 会へ と導 い て改 宗 させ ました。

様々な宗教を体験 して

当時,わ た しは病気 が ち で,入 退 院

を繰 り返 してい ま した。 医者 か ら も見

聖徒の道/]997年6月 号

も生者 も昇 栄 す る ことは不可 能 です。

ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー大管 長 は

｢神殿 へ の参 入 は,努 力 して得 る特 権｣

で あ る と言 わ れ ま した(『 聖 徒 の 道 』

1990年7月 号,p58)。 神 殿 宣教 師 の一

人 と して,一 人 で も多 くの皆様 とお会

い で き ます よ う に心 か ら願 って い ま

す。(か わむ ら あき ら 東京 東 ステ ー
ちようせい

ク長 生 ワー ド出身,1996年4月 任 命)

放 され,先 祖代 々の仏 教 に助 け を求 め

ま した。 わた しの病 気 は後 に治 りま し

たが,精 神 的 に不安 の毎 日で した。 し

か し,そ の宗教 か らは何 ら平 安 が得 ら

れず,そ の宗教 をや め る こと に しま し

た。

1年 が過 ぎて,ま た原 因不 明 の病気 に

な り,今 度 は別 の宗教 団体 の トア をた

た き ま した。3か 月 の修 養 を終 え,家

に帰 って参 りま した。 しか し,そ こで

も心 の 平安 が得 られ ない まま,日 々 を

過 ご しま した。 この よ うに幾 つ かの 宗

教 な どに助 けを求 め ま したが,わ た し

か求 め る教 え とは違 い,自 分 の霊 に永

遠 の安 ら ぎを得 る こ とが で きず にい ま

した。

そ の こ ろ,子 供 た ちが こ の教 会 の教

えを聞 くよ うに な り,バ プ テス マ を受

け たい と言 うよ うに な りました。 不安

に思 った わた しは,宣 教 師 に家 に来 て

も らって,わ た し自身で判 断 してみ た

い と思 うよ うに な りま した。先 祖 を大

切 に し,知 恵 の言葉 な ど,徳 高 い教 え

の宗 教 であ る と思 い,ま た子供 たち に

も説得 され て,1978年 に改宗 しま した。

系図探求への導き

1980年 に東京 神殿 が 建 設 され,一 般

公 開の運 び とな った と きで した。 娘 に

連れ られ,神 殿 の 中 を案 内 して いた だ

く機 会 があ りま した。 最後 にバ プテ ス

マ フ ォ ン トに案 内 され,フ ォ ン トを支

え る12頭 の 白い牛 を見 た ときに,非 常

に驚 きま した。 と言 い ます の は,こ れ

まで何 度 も夢 で 白い牛 を見 て い たの で

す。 そ の真 っ 白い牛 が,目 の前 にい る

の です 。 娘 か ら｢お 母 さ ん先 祖 だ よ。

先 祖 が お母 さんの働 きを待 って いる ん

だ よ。夢 に現 れ た の は,お 母 さ んに先
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